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チェック項⽬ はい どちらとも
いえない いいえ ⼯夫している点

1 利⽤定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切である

83% 17%

スペースの使い⽅を固
定せず、柔軟な使い⽅
ができるような作りに
なっている

2 職員の配置数は適切である 100%
毎回は難しいが、でき
る限り同性介助を⼼が
けている

3 事業所の設備等について、バリアフリー化の
配慮が適切になされている

100%

ビルの共⽤部分の安全
⾯に関するご意⾒を頂
いたので、張り紙など
をして注意喚起してい
る

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（⽬
標設定と振り返り）に、広く職員が参画して
いる

50% 50%

こまめに⼦どもたちの
状況についてのミー
ティングを⾏ってい
る。

5
保護者等向け評価表を活⽤する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把
握し、業務改善につなげている

100%

郵送での返送もできる
ようにした所、より率
直なご意⾒も頂けるよ
うになり、感謝してい
る。

6 この⾃⼰評価の結果を、事業所の会報やホー
ムページ等で公開している

100% 今年はインスタグラム
でも公開する予定

7 第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業
務改善につなげている

17% 17% 66% 現状では実施していな
い。

8 職員の資質の向上を⾏うために、研修の機会
を確保している

100%

いろいろなタイプ外部
研修を⾏い、復命とい
う形で研修を⾏ってい
る。

9
アセスメントを適切に⾏い、⼦どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放
課後等デイサービス計画を作成している

100%

保護者様とのやりとり
をなるべく反映できる
ようこまめに記録に残
すようにしている。
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放課後等デイサービス事業所における⾃⼰評価結果（公表）



10
⼦どもの適応⾏動の状況を把握するために、
標準化されたアセスメントツールを使⽤して
いる

34% 66%

⾊々参考にはしている
が、決まったものを毎
回使っているわけでは
ない。

11 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っている 83% 17%

イベントなどは特定の
スタッフが⽴案するこ
とも多いが、各スタッ
フが情報収集をしてき
て共有しているので、
チームで実施している
と⾔える。

12
活動プログラムが固定化しないよう⼯夫して
いる

67% 34%

スタッフそれぞれが
⾊々な活動に関する情
報を集めてきて、提案
してみることも多い。
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13 平⽇、休⽇、⻑期休暇に応じて、課題をきめ
細やかに設定して⽀援している

67% 34%

すべての⼦に実施して
いるわけではないが、
⻑期休暇時など利⽤時
間が⻑くなる時には、
本⼈が無理なく取り組
めるようなスケジュー
ル設定になるようにし
ている⼦もいる。

14
⼦どもの状況に応じて、個別活動と集団活動
を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計
画を作成している

100%
計画は個別活動と集団
活動を組み合わせて作
成している。

15
⽀援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ
の⽇⾏われる⽀援の内容や役割分担について
確認している

100%

送迎に関する打ち合わ
せや事前に学校や保護
者から⼊っている情報
の共有を⾏っている。

16
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せをし、
その⽇⾏われた⽀援の振り返りを⾏い､気付
いた点等を共有している

100%

その⽇の⼦どもたちの
様⼦に加え、送迎時に
保護者の⽅から教えて
いただいた情報などに
関しても共有してい
る。

17
⽇々の⽀援に関して正しく記録をとることを
徹底し、⽀援の検証・改善につなげている

100%

個別⽀援記録を記⼊す
る前に別のスタッフに
も確認しながら、でき
るだけ正確に記録を取
れるようにしている。

18
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイ
サービス計画の⾒直しの必要性を判断してい
る

83% 17%
基本的には半年に⼀度
モニタリングを実施し
ている。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合
わせて⽀援を⾏っている

66% 34%
さまざまな活動をバラ
ンスよく⾏えるように
意識している。

20
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議
にその⼦どもの状況に精通した最もふさわし
い者が参画している

66% 34% 基本的には⾃発管が参
画している。

21

学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の
交換、⼦どもの下校時刻の確認等）、連絡調
整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）
を適切に⾏っている

100%

学校にお迎えに⾏った
際に先⽣⽅から様々な
情報を教えていただい
ている。電話で連絡し
てくださる先⽣もい
らっしゃる。
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22
医療的ケアが必要な⼦どもを受け⼊れる場合
は、⼦どもの主治医等と連絡体制を整えてい
る

17% 50% 33% 対象児童がいない。

23
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定
こども園、児童発達⽀援事業所等との間で情
報共有と相互理解に努めている

50% 50%

児発の事業所とは軽く
情報共有をしたことは
あるが、正式な形での
情報共有は実施してい
ない。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所
から障害福祉サービス事業所等へ移⾏する場
合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する
等している

17% 66% 17%

基本的には中学⽣まで
の受け⼊れがほとんど
なので、まだ実施した
ことはない。

25
児童発達⽀援センターや発達障害者⽀援セン
ター等の専⾨機関と連携し、助⾔や研修を受
けている

17% 33% 50%

専⾨機関の研修は機会
があれば受けている
が、コロナ禍ではあま
り実施できていない。
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26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障が
いのない⼦どもと活動する機会がある

66% 34%

地域でのイベントに参
加したり、外出したり
するときに⾃然な形で
の交流はあっている。

27
（地域⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加し
ている

17% 50% 33%

ちょうどサービス提供
時間と重なる時に会議
があったりするので、
ほとんど参加できてい
ない。

28
⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え合い、
⼦どもの発達の状況や課題について共通理解
を持っている

100%

⽇頃から気になったこ
とがあればできるだけ
早く保護者様と情報共
有をできるよう⼼がけ
ている。

29
保護者の対応⼒の向上を図る観点から、保護
者に対してペアレント･トレーニング等の⽀
援を⾏っている

17% 33% 50%
送迎時などにご覧いた
だけるよう療育に関す
る本や資料は⽞関に置
いている。

30 運営規程、⽀援の内容、利⽤者負担等につい
て丁寧な説明を⾏っている

100%
契約時と情報が変わっ
た際に説明を⾏ってい
る。

31
保護者からの⼦育ての悩み等に対する相談に
適切に応じ、必要な助⾔と⽀援を⾏っている

100%

すべてのスタッフが⽇
頃から話しやすい雰囲
気づくりに努めてくれ
ているので、気軽に話
をしやすいのかもしれ
ない。

32
⽗⺟の会の活動を⽀援したり、保護者会等を
開催する等により、保護者同⼠の連携を⽀援
している

17% 83% 現状では実施できてい
ない。

33

⼦どもや保護者からの苦情について、対応の
体制を整備するとともに、⼦どもや保護者に
周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応している

83% 17%

苦情につながりそうな
出来事などはできるだ
け早い段階で保護者様
との情報共有を図り、
影響が⼩さい内に不安
の種をつぶせるように
⼼がけている。

34
定期的に会報等を発⾏し、活動概要や⾏事予
定、連絡体制等の情報を⼦どもや保護者に対
して発信している

83% 17%
⾏事予定は紙で、活動
の報告はインスタグラ
ムなどで実施してい
る。

35 個⼈情報に⼗分注意している 83% 17%

⽂書に名前を残さない
事やインスタグラムで
の写真公開の際も顔は
隠すなどの対策を⾏っ
ている。
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36
障がいのある⼦どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮をしている

83% 17%

⽿からの情報が⼊りに
くい⼦のために絵や⽂
で伝えたり、場⾯緘黙
の⼦たちのために意思
表⽰カードを作ったり
している。

37 事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っている

50% 50%
地域の⽅との交流はあ
るが、⾏事への招待な
どは⾏っていない。
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38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、職員や保護者
に周知している

83% 17%
マニュアル作成はして
いるが、周知は⼗分で
はない。

39 ⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練を⾏っている

100%
⻑期休みの時などに避
難訓練を⾏い、防災に
関するイベントも企画
している。

40
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保
する等、適切な対応をしている

100% 外部研修の復命を実施
している。

41

どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏う
かについて、組織的に決定し、⼦どもや保護
者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載している

17% 66% 17%
そもそも該当する児童
が少ないが、突発的に
拘束が必要になる場⾯
は⼗分に考えられる。

42 ⾷物アレルギーのある⼦どもについて、医師
の指⽰書に基づく対応がされている

17% 33% 50%
アレルギーのある児童
はいるが、医療的な指
⽰が必要になるレベル
ではない。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有している

66% 34%
業務⽇報の中でヒヤリ
ハット事例を記載して
いる。
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課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容⼜は改善⽬標

マットなどで仕切ったりしているが、⾳の⼊り⽅や安全に遊
ぶことを考えたらもう少しスペースが欲しくなる。⾳に配慮
したり、時間を分けるなど、安全に遊べるよう⼯夫していき

たい。

送迎時間が重なったりするとスタッフが⾜りないと思う時も
ある。ある程度の役割分担はしているが、特定のスタッフが
やるだけでなく状況に応じて他のスタッフでも対応できるよ
うに経験を積んでいってもらう必要がある。

ハード⾯の改善には限界があるので、まめに声掛けしたり、
⼿伝ったりする形で、お客様がなるべく不⾃由を感じないで
すむようサポートしていきたい。

それぞれ状況は把握していても、それからどんな課題が導き
出され、どういう⽬標を⽴てて改善を⽬指していくかという
視点で話す機会は少ないので、来年度から担任制で積極的に
参加するように促していく。

今年は返送数が少なかったので、時期や募集期間などを考慮
し、より多くの保護者様からご意⾒をうかがえるようにして
いきたい。

来年度は取り掛かりをもう少し早くし、印刷した形態でも⾒
ていただけるようにしていきたい。

コロナが落ち着いてきたら外部との交流をはかり、外から⾒
ていただく機会を増やしていきたい。

さまざまな参考教材を⽤意し、⾃由に⾒てもらえるようにし
ている。委員会活動も義務化されるため、外部教材も利⽤し
ながら、スタッフが講師になる形での研修も実施していきた
い。

来年度から担任制を取り⼊れ、アセスメントにもいろいろな
スタッフの⽬が⼊るよう⼯夫していく。

放課後等デイサービス事業所における⾃⼰評価結果（公表）



来年度から外部教材（ストラテジーシート）など、ある程度
標準化されたものを共通して⽤いるようにする。

イベントなど、集団で実施するようなプログラムに関しては
引き続き⾊々な意⾒を集約して実施していきたい。

なじみのある活動と新しい活動を上⼿に組み合わせながら、
⼦どもたちが無理なくさまざまな活動に取り組めるよう⼯夫
していきたい。



⻑期休暇のときには集団スケジュールで動くことも多く、個
別の課題をなかなか丁寧に⾒ることができていない状態では
ある。担任制を取り⼊れるので、個別の様⼦を注視し、課題
設定に取り⼊れていきたい。

計画とその⼦の現状が⾷い違ってきている場合がある。完全
に盛り込むのは難しいにしても適宜修正していく必要があ
る。

下校時刻の勘違いなどがまれにあるため、LINEなども活⽤し
ながら情報共有を上⼿に⾏えるようにしていきたい。

⼦どもたちがまだいる段階で情報共有をすることもあるの
で、個⼈情報に留意しながら⾏っていくようにする。

主観が⼊り込んでしまったり、個⼈情報の⾯での配慮が不⼗
分だったりすることもあるので、ふさわしい記録の取り⽅に
ついての研修も⾏っていきたい。

その⼦の状況に応じて、もっと短いスパンでモニタリングで
きるようにしていきたい。

利⽤回数が少なかったり、利⽤時間が短い児童はどうしても
活動内容に偏りが出てしまうので、短時間でも実施できるよ
うなプログラムなどをあらかじめ⽤意しておく必要がある。

担任制を取り⼊れるので、状況が許せば担任プラス⾃発管と
いった形での参加もしていきたい。

やりとりがあまりない学校もあるため、今後は連携を図る機
会を作っていきたい。



精神疾患の児童は在籍していたので、今後も受け⼊れる時に
は医療機関などとの連携を図っていきたい。

⼀年⽣の児童を受け⼊れる際には実施できるようにしていき
たい。

⾼校⽣を受け⼊れるようになり、必要になったら実施してい
きたい。

コロナが落ち着いてきたら、外部の研修を受ける機会を増や
していきたい。



グレーゾーンの⼦たちが多く、障がいのあるなしで別れて活
動するという意識すらない⼦も多いので、⾃然な形で活動を
楽しめるようサポートしていきたい。

放課後等デイサービス連絡会には参加し、情報共有を⾏って
いる。

送迎時にお伝えすることが多いので、不在の場合などにはな
かなか連絡ができないことも多い。LINEや電話なども使いな
がら、こまめに連絡がとれるようにしていきたい。

ニュースレターやミニコラムのような形での情報提供もやっ
ていきたい。

加算など利⽤料⾦に係るような場合にはより丁寧な説明を⼼
がけていきたい。

専⾨的なアドバイスは難しい場合もあるので、研修などでそ
れぞれのスタッフが知識を増やしていけるようにしていきた
い。

コロナが落ち着いたら保護者参加型のイベントなどを企画し
ていきたい。

⼦どもによってはうまく気持ちを表現できず、後から全く違
う形で表現したりする場合もあるため、それぞれの伝え⽅の
特性などを把握し、あったやり⽅での対応をしていきたい。

活動内容の報告だけでなく、ミニコラムなど内容を充実させ
ていきたい。

⼦どもたちの⽬が届くところで個⼈情報を扱うこともあるの
で、気を付けていきたい。



それぞれの特性を把握して、各⾃に伝わりやすい仕⽅で情報
を伝えられるよう⼯夫していきたい。

防犯⾯も考慮しながら、地域の⽅に事業所を⾒ていただく機
会を作っていきたい。



感染対策や緊急時の対策などは定期的に⽂書の形で出しては
いるが、マニュアルという認識には⾄っていない。委員会活
動も始まるのである程度情報を整理して共有していきたい。

災害時の保護者との連携が課題なので、今年度取り組んでい
きたい。

委員会の設置をするので、もっと研修の頻度も増やしていき
たい。

契約時に説明はしているが、拘束がどうしても必要になる場
合には適切に計画に記載するようにしていきたい。

今後そういった児童が利⽤する可能性もあるため、アレル
ギーに関する研修なども必要に応じて実施していきたい。

集計できる形ではまとめていないので、今後データ化しやす
い形でまとめるようにしていきたい。


